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貧の 意地 

ふじ ぢ やや 

むかし 江戸 品 川、 藤 茶屋の あたり、 見る かげ も 無き 

〈- ぉリ ひ -7 め 

草の 庵に、 原 田 内助と いう おそろしく 鬚の 濃い、 眼の 

ようぼう 

血走った 中年の 大男が 住んで いた。 容貌お そろ しげな 

る 人 は、 その 自身の 顔の 威厳に みずから 恐縮して、 か 

えって、 へんに 弱気に なって いるもの であるが、 この 

まゆ 

原 田 内助 も、 眉 は 太く 眼 はぎよ ろり として、 ただもの 

でない ような 立派な 顔 をして いながら、 いっこうに 

駄目な 男で、 剣術の 折に は 眼 を 固く つぶって 奇妙な 声 



、-そ まう ず 

竹、 磯、 月 村、 この 六 人 を 呼んで 来い。 いや、 短慶 坊主 

も 加えて、 七 人。 大急ぎで 呼んで 来い。 帰り は 酒屋に 

寄って、 さかな は、 まあ、 有 合せで よかろう ご なんの 

事 は 無い。 うれし さで、 わくわくして、 酒 を 飲みた く 

なった だけの 事な のであった。 

山 崎、 熊 井、 宇津木、 大竹、 磯、 月 村、 短慶、 いず 

れも、 この あたりの 長屋に 住んで その 日暮 しの 貧 病に 

悩む 浪人で ある。 原 田から 雪見酒の 使い を 受けて、 

こよい かたく 

今宵 だけで も大 みそかの 火宅から のがれる 事が 出来る 

かみこ しわ かさ 

と 地獄で 仏の 思い、 紙 衣の 皺 をのば して、 傘 は 無い か、 

足袋 は 無い か、 押入れに 首 をつつ 込んで、 がらくた を 



来て いるか も 知れない ご と言う 者 も あり、 

「よい 親戚の ある 人 は 仕 合せ だ。 それがしの 親戚な ど 

は、 あべこべに それがしの 懐 を ねらって いるの だか 

ら、 つまらない。」 と言う 者 も あり、 一座 はいよ いよ 明 

るく にぎやか にな リ、 原 田は大 恐悦で、 鬚の 端の 酒の 

しずく ぬぐ 

I 卞を 押し 拭い、 

「しかし、 しばらく 振りで 小判 十両、 てのひらに 載せ 

てみ ると、 これで なかなか 重い もので ございます。 い 

かがです、 順々 にこれ を、 てのひらに 載せて やって 下 

さいません か。 お金と 思えば いやしい が、 これ は、 お 

金で は ございません。 これ、 この 包紙に ちゃんと 書い 



「いやいや、 そうでな いご と 老いの 頑固、 「それがし 

が、 さきほど 手のひらに 載せた の は、 たしかに 十 枚の 

あんどん 

小判。 行燈の ひかり 薄し といえ ども、 この 山 崎の 眼光 

に は 狂い はない ご と きっぱり 言い放てば、 他の 六 人の 

客 も 口々 に、 たしかに 十 枚あった |舌 と言う。 皆々 総 立 

ちに なり、 行燈を 持ち 廻って 部屋の 隅々 まで 搜 したが、 

小判 は どこに も 落ちて いない。 

「この 上 は、 それがし、 まっぱだか になって 身の 潔白 

を 立て 申す ご と 山 崎 は 老いの， 1 轍、 貧の 意地、 痩せて 

も 枯れても 武士の はしくれ、 あらぬ 疑い をこう むる は 

末代までの 恥辱とば かりに 憤然、 陣羽織 を 脱いで 打ち 



にも 畳に ベたり と 置いた ので、 私が 取って 重箱の 下に 

敷き ましたが、 あの 折、 蓋の 裏の 湯気に 小判が くっつ 

いていた ので ^ /ざ いましょう、 それ を 知らずに 私の 不 

調法、 そのままお 下 渡しに なった の を、 ただいま 洗お 

うとしたら、 まあ どうでしょう、 ちゃりん と 小判が、 

と 息せ き 切って 語る の だが、 主客と もに、 けげんの 

ぢもも 

面持ちで、 やっぱり、 ただ 顔 を 見合せ ている ばかりで 

ある。 これで は、 小判が 十 一 両。 

「いや、 これ も、 あやかりもの ご と 一 座の 長老の 山 崎 

は、 しばらく 経って 溜息と 共に、 ちっとも 要領の 得な 

い 意見 を 吐いた。 「めでたい。 十両の 小判が 時に 依つ 



て 十 一両に ならぬ もので もない。 よく ある 事 だ。 まず 

もうろく 

は、 お収め ご すこし 耄碌して いるら しい。 

めちゃ あき 

他の 客 も、 山 崎の 意見の 滅茶苦茶な のに 呆れな が ら 、 

しかし、 いまの この場合、 原 田に お収め を 願う のは最 

も 無難と 思った ので、 

「それが よい。 ご 親戚のお 方 は、 はじめから 十 一両つ 

つんで 寄こした のに 違いない ご 

「左様、 なにせ 洒落たお 方の よう だから、 十両と 見せ 

かけ、 その実 は 十 一両と いういた ずら をな さった ので 

しょう。」 

いき 

「なるほど、 それ も 珍 趣向。 粋な 甲 3 ハ つきです。 とに 



てしょく 

去った。 あとで 女房 は、 手燭 をと もして、 玄関に 出て 

せんりつ 

見る と、 小判 は 無かった。 理由の わからぬ 戦慄 を 感じ 

て、 

「どなたで しょうね ご と 夫に 聞いた。 

原 田 は 眠そう な 顔 をして、 

「わからん。 お 酒 はもう 無い かご と 言った。 

落ちぶれても、 武士 はさす がに 違う もの だと、 女房 

は 可憐に 緊張して 勝手元へ 行き、 お 酒の 燜に 取リ かか 

る。 

お ほつ ごも リ 

(諸国 はなし、 巻 一 の 三、 大晦日 は あはぬ 算用) 



大力 

さぬ き まるが め 

むかし 讃岐の 国、 高 松に 丸亀屋 とて 両替屋 を 営み 四 

国に 名高い 歴々 の大 長者、 その 一 子に 才兵衛 とて 生れ 

めだま 

落ちた 時から 骨太く 眼 玉 はぎよ ろり として ただならぬ 

-5- うまう 

風貌の 男児が あつたが、 三 歳に して 手足の 筋骨い やに 

節 くれ だち、 無心に 物差し を 振り上げ 飼 猫の 頭 を こ つ 

んと 打ったら、 猫 は 声 も 立てずに 絶命し、 乳母 は 驚き 

しがい みじん 

猫の 死骸 を 取上げて 見たら、 その 頭の 骨が 微塵に 打ち 

砕かれて いるので、 ぞっとして、 おひ ま を 乞い、 六 歳 



の 時に 讃岐の 大関 天竺 仁 太夫 を、 土俵の 砂に 埋めて 半 

死 半生に し、 それほどまで 手 ひどく 投げつ けなくても 

いい じ やない かと 角力 仲間の 評判 を 悪く したが、 な あ 

ごうぜん 

に、 角力 は 勝ち やい いんだ、 と 傲然と うそぶき、 いよ 

お、 P じ 

いよ 皆に 憎まれた。 丸 亀屋の 親爺 は、 かねてよ リ わが 

子の 才兵衛 の 力自慢 を にがにがしく 思い、 何とか 言お 

うとしても、 才兵衛 にぎよ ろり と 睨まれる と、 わが 子 

なが らも 気味 悪く、 あ の 馬鹿力 で 手 向 いされ たら 親の 

威光 も 何もあった もので ない、 この 老いの 細い 骨 は 

こ ぱ みじん 

木つ 葉 微塵、 と 震え 上って 分別し 直し、 しばらく 静観 

と 自重して いたの だが、 このごろ は 角力に 凝って 



^ サま. s 

「それ もそう だね え。 では、 あの 活花 は？」 

もうろく 

「ああ、 もうよ して 下さい。 あなた は 耄碌して いるん 

じ やないで すか。 あれ は 雲の上の 奥深き お 方々 が、 野 

辺に 咲く 四季の 花 を ごらんになる 事が 少 いので、 深山 

の 松 かしわ を、 取り寄せて、 生きて ある ままの 姿 を 御 

眼の 前に 眺めて お楽しみ なさる ために はじめた 事で、 

つばき はちう 

わした ち 下々 の 者が 庭の 椿の 枝 を もぎ 取り、 鉢植え 

の 梅 を のこぎりで 切って、 床の間に 飾った つて 何の 意 

味 もない じ やないで すか。 花 は そのままに 眺めて 楽し 

んで いる ほうがい いの だ ご 言う 事が いちいち 筋道が 

ちゃんと 立 つてい るので 親爺 は 閉口して、 



大関が いるそう です。 なんとかして その 黒 獅子 を 土俵 

の 砂に 埋めて、 I -」 

「ま、 なんて 情無い 事 を 考えて いるので す。 好きな 女 

と 立派な お 屋敷に 暮 して、 酒席の なぐさみに は 伝右衛 

門 を、 」 

「その 屋敷に は、 土俵が あります かご 

母 は 泣き出した。 

襖 越しに 番頭、 手ぬ たちが 盗み聞きして、 互いに 顔 

ため いき 

を 見合せ て 溜息 を つき、 

「おれなら ば、 お 内儀 さまの おっしゃる とおりに する 

んだ がご 



「当り前 さ。 蝦夷が 島の 端で もい い、 立派な お 屋敷で、 

そんな 栄華の くらし を 三日で もい い、 あと は 死んでも 

、ヽ o 一 

レレ」 

わかだんな 

「声が 高い。 若旦那に 聞え ると、 あの、 張 手と かいう 

凄い の を、 二つ 三つお 見舞い される ぞご 

「そいつ は、 ごめん だ。」 

みな 顔色 を 変え、 こそこそと 退出す る。 

その後、 才兵衛 に 意見 をしょう とする 者 も 無く、 才 

兵衛 いよいよ 増長して、 讃岐 一国 を 狭し として 阿波の 

いよ よみやず もう 

徳島、 伊予の 松 山、 土 佐の 高 知な どの 夜宮 角力に も 出 

かけて、 情 容赦 も 無く 相手 を 突きとば し 張り倒し、 多 



が、 才兵衛 は 祝言の 日に も 角力の 乱れ髪の ままで、 

きょうは 何 か あるので すか、 大勢 あつまって いやがる、 

と 本当に 知らない のか どうか、 法事です か、 など 情無 

しんせき 

い 事 を 言い、 父母 を はじめ 親戚 一同、 拝む ようにして 

そば さかずき 一 J と 

紋服 を 着せ、 花嫁の 傍に 坐ら せて とにかく 盃 事 をす 

ませて、 ほっとした 途端に、 才兵衛 はぶい と 立ち上つ 

て 紋服 を 脱ぎ捨て、 こんなつ まらぬ 事 をして いて は 腕 

の 力が 抜ける と 言い、 庭に 飛び降り 庭石 を 相手に よい 

しょ、 よいし よと すさまじい 角力の 稽古。 父母 は 嫁の 

里の 者た ちに 面目なく 背中に び つ しょり 冷 汗をかいて、 

「まだ 子供です。 ごらんの とおりの 子供です。 お 見の 



とんせい いおり 

高く、 いま は 出家遁世して 心静かに 山奥の 庵で 念仏 

ざん まい 

三昧の 月日 を 送って いる 師匠の 鰐口の 耳に も はいり、 

師匠に とって 弟子の 悪評 ほどつ らい もの はなく、 あけ 

くれ 気に 病み、 ついに は 念仏の 障りに もな つて、 或る 

夜、 決意して 身 を 百姓 姿に かえて 山 を 下り、 里の 夜宮 

まお A 

に 行って 相 変らず さかんな 夜宮 角力 を、 頰 被りして 眺 

めて、 そのうちに れいの 荒磯が、 のつ しのつ しと 土俵 

にあがり、 今夜 も わしの 相手 は 無し か、 尻 ごみし ない 

でか かって 来い、 と 嗄れた 声で 言って ぎよろ りと あ 

しょうらい 

たり を 見廻せば、 お宮の 松籟 も、 しんと 静まり、 人々 

； C しょ ラ 

は 無言で 帰り 仕度 を はじめ、 その 時、 鰐口 和尚 は 着物 



で、 次第にお 見舞い をす る 者 も なくなり、 ついに は、 

もったいな くも 生みの 父母に 大小便の 世話 を させて、 

だいひょう 

さしもの 大兵 肥満 も 骨と 皮ば かりにな つ て 消える よ 

うに 息 を 引きと り、 本朝 二十 不孝の 番 附の大 横綱に 

なった という。 

(本朝 二十 不孝、 巻 五の 三、 無用の 力自慢) 



て 眼 を ぱちぱ ち させて 一 一人の 顔 を 気の毒 そうに 眺める。 

ナま く 

いま はもう 二人の 忠義な 下僕に なりすまして、 納屋へ 

はえ くし 

食事 を 持ち はこぶ やら、 蠅を 追う やら、 櫛で お 蘭のお 

くれ 毛 を搔き 上げて やる やら、 何かと 要らない お 手伝 

さび 

い をして、 一 一人の 淋し さ を 慰めて やろうと 畜生ながら 

努めてい る。 いかに 世 を 忍ぶ 身と は 言え、 いつまでも 

狭い 納屋に 隠れて 暮 している わけに も 行かず、 次郎右 

衛門 はさら に 所持のお 金の 大半 を 出して その 薄情の 知 

合いの 者に たのみ、 すぐ 近くの 空地に 見すぼらしい 

It を 作っても らい、 夫婦と 猿の 下僕 は そこに 住み、 わ 

しょくぜん 

ず かな 土地 を 耕して、 食膳に 供す るに 足る くらいの 



おもかげ ぼうぜん 

い 面影 を 見た しと 狂った ように 泣き叫ぶ も 道理、 呆然 

なんじ かたき 

たる 猿 を 捕えて、 とかく 汝は 我が 子の 敵、 いま 打殺 

まき 

すと 女だてらに 薪 を 振 上げ、 次郎 右衛門 も 胸つ ぶれ 涙 

とどまら ぬながら、 ここ は 男の 度量、 よしこれ も 因果 

の 生れ 合せと 観念して、 お 蘭の 手から 薪 を 取上げ、 吉 

兵衛を 打ち殺し たく 思う も 尤 もながら、 もはや 返ら 

せっしょう ぼ だ、， - 

ぬ 事に 殺生 する は、 かえって 菊 之 助が 菩提の ため 悪し、 

吉兵衛 も あさまし や 我等への 奉公と 思いて したる ベけ 

れ ども、 さすが 畜生の 智慧 浅き は 詮方な し、 と 泣き 泣 

さと すみ 

き 諭せば、 猿の 吉兵衛 も 部屋の 隅で 涙 を 流して 手 を 合 

せ、 夫婦 は その 様 を 見る にっけい よいよ つらく、 いか 



あくごう うきめ 

なる 前生の 悪業 ありて かかる 憂目に 遭う かと 生きる 望 

ほうむ 

も 消えて、 菊 之 助 を 葬った 後に は 共に わずらい 寝た 

きりに なって、 猿の 吉兵衛 は 夜 も 眠らず まめ まめし く 

二人 を 看護し、 また 七日々々 にお 坊ちゃんの 墓所へ 参 

り、 折々 の 草花 を 手 折って 供え、 夫婦す こしく ^ 復せ 

し 百日に 当る 朝、 吉兵衛 しょんぼりお 墓に 参って 水心 

ほこ のどぶえ 

静かに 手 向け、 竹の 鋅に てみずから 喉笛 を 突き通して 

相 果てた。 夫婦、 猿の 姿の 見当らぬ を 怪しみ、 杖に す 

がって まず 菊 之 助の 墓所へ 行き、 猿の あわれな 姿 を ひ 

とめ 見て 一切 を 察し、 菊 之 助 無き 後 は、 せめて この 吉 

兵衛 だけが 世の 慰めと たのんで いたのに、 と 恨み 嘆き、 



ねんごろに 葬 い、 菊 之 助の 墓の 隣に 猿 塚 を 建て、 その 

場に 於いて 二人 出家し、 (と 書いて 作者 は 途方に くれた。 

お 念仏 かお 題目 か。 原文に は、 かの 庵に 絶えず 題目 唱 

どくじゅ がんこ 

えて、 法 華 読誦の 声 やまず、 と ある。 徳 右衛門の 頑固 

な 法 華の 主張が こんなと ころに 顔 を 出して は、 この 哀 

話 も、 ぶちこ わしに なりそう だ。 困った 事に なった も 

ので ある。) ふたたび、 庵に 住む も 物憂く、 秋草 を わけ 

ていず こへ とも 無く 二人 旅立つ。 

ふと ころす すリ 

(懐 硯 、巻 四の 四、 人真似 は 猿の 行水) 



に 最も しばしば この 事 あり、 一 群の 黒雲 4| 空より 下り 

さかまき 

来れば 海水 それに 吸われる が 如く 応じて 逆巻の ぼリ黒 

す さま 

雲 潮水 一 柱に なり、 まなこ を こらして その 凄じき 柱 

を 見れば、 はたせる かな、 竜の 尾 頭 その 中に 歴 々たり 

ともの の 本に ござった、 また 別の 一書に は、 或る人、 

おきつ 

江戸より 船に て のぼりし に 東海道の 興 津の沖 を 過ぎる 

時に 一 むらの 黒雲 虚空より かの 船 を さして 飛来る、 船 

頭 大いに 驚き、 これ は 竜の 此舟を 巻 上げん とするな り、 

急に 髪 を 切って 焼く ベ しとて 船中の 人々 のこらず 頭髪 

を 切って 火 にくべし に 臭気 ふんぷんと 空に のぼりし か 

ば、 かの 黒雲 たちまちに 散り 失せたり と ござ つ たが、 



など はこの 青 崎の 家に 迎え { かれられぬ と 言って 妻 をめ 

ざん まい 

とらず 道楽 三昧の 月日 を 送って、 ことし 四十 一歳、 こ 

の ごろ は 欲しい と 言った つ て 誰も 娘 を やろうと はせ ぬ 

有様、 みずからの 高慢の むくいで は あるが、 さすがに 

おもしろ 

世の中が 面白くな く、 何 かにつ けて 家中の 者た ちに い 

や 味 を 言い、 身の たけ 六尺に 近く 極度に 痩せて、 両手 

くぼ 

の 指 は 筆の 軸の ように 細く 長く、 落ち 窪んだ 小さい 眼 

わしばな ほお 

は いやらしく 青く 光って、 鼻 は 大きな 鷲鼻、 頰 はこけ 

~y ぅギっ 

て 口 はへの 字 型、 さながら 地獄の 青 鬼の 如き 風貌 をし 

ていて、 一家 中の きらわれ 者、 この 百 右衛門が、 武蔵 

の 物語 を 半分 も 聞かぬ うちに、 ふふん、 と 笑い、 のう 



げんさい ちゃ ぽ * つず 

玄斎、 と 末座に 丸く かしこまつ ている 茶坊主の 玄 斎に 

勝手に 話 掛け、 

「そなた は、 どう 思う か。 こんな 馬鹿らしい 話 を、 わ 

ざ わざ 殿へ 言 上す るなん て、 ちと 不謹慎 だと は 思わぬ 

さる つら 

か。 世に 化物な し、 不思議な し、 猿の 面 は 赤し、 犬の 

足 は 四 本に きまって いる。 人魚 だなん て、 子供のお 

とぎばなし ひたい 

伽噺 では あるまい し、 いいとし をした ぉ歴々 が、 額 

とさか あき 

に は くれないの 鶏冠 も 呆れる じ やない かご と 次第に 

傍若無人の 高声に なって、 「のう、 玄斎、 よし その 人魚 

とやら の 怪しい 魚類が 北海に 住んで いたと しても さ、 

ようか い 

そんな 古来た めしの 無い 妖怪 を 射と める に は、 こちら 



ぬ。 議論 は 軽輩、 功 を あせって いる 者 同志の やる 事で 

す。 子供 じゃある まいし。 青筋た てて 空論 を たたかわ 

しても、 お 互い 自説 を 更に 深く 固執す るよう な 結果に 

なる だけの もの さ。 議論 は、 つまらぬ。 それがし は 何 

も、 人魚 はこの 世に 無い と 言つ ている ので は ござらぬ。 

見た 事が 無い と 言って いる だけの 事 だ。 金 内殿 もお 手 

柄つ いでに その 人魚と やら を、 御前に 御 持参に なれば 

よかった のに ごと 憎らしく うそぶく。 武 蔵た けリ 立つ 

て 膝 をす- 19!? 

「武士に は、 信の 一字が 大事です ぞ。 手に とって 見な 

ければ 信ぜられ ぬと は、 さてさて、 あわれむべき 御 心 



魂。 それ 心に 信 無くば、 この 世に 何の 実体 か あらん。 

手に 取って 見れ ども 信ぜず ば、 見ざる も ひとしき 仮寝 

の 夢。 実体の 承認 は 信より 発す。 然して 信 は、 心の 情 

愛 を 根源と す。 貴殿の 御 心底に は 一 片の 情愛な し、 信 

義 なし。 見られよ、 金 内殿 は 貴殿の 毒舌に 遭い、 先刻 

より 身 を ふるわし、 血涙 をし ぼ つて 泣いて) ，- ざる わ。 

金 内殿 は、 貴殿と は 違って、 うそな ど 言う 仁で は ござ 

らぬ。 日頃の 金 内殿の 実直 を、 貴殿 はよ もや 知らぬ と 

は 申されます まいご と 詰め寄つ たが、 百 右衛門 は 相手 

にせず、 

「それ、 殿が お立ち だ。 御 不興と 見える ごとい かめし 



「お 父 さま は、 へんね ご と 八重 は、 父 を 送り出して か 

ら、 鞠に 言った。 

「さようで ございま すご 鞠 は 落ち つ いて 同意した、 金 

内 は、 ひと を あざむく 事 は、 下手で ある。 いくら 陽気 

に 笑って みせても、 だめな ので ある。 十六の 娘に も、 

また 召使いに も、 看破され ている。 

「お金 を、 たくさん 持って 出た じ やない の ご お金の 事 

まで 看破され ている。 

鞠 は、 うなずいて、 

「容易なら ぬ 事と 存じます ご と、 分別 顔 をして 眩いた _ 

「胸騒ぎが する ご と 言って、 八重 は 両袖で 胸 を 覆つ 



まお 

して、 それから 少し 口ごもり、 頰を 赤らめ、 ほろ 苦く 

笑って、 そちた ち は 或いは 信じない かも 知れない が、 

と 気弱く 前置きして、 過ぎし 日の 人魚の 一 件 を 物語り 

金 内が いのちに 代えての 頼み だ、 あの人 魚の 死骸 を是 

非と もこの 入海の 底から 捜し出し、 或る 男に 見せて や 

ら なければ この 金 内の 武士の 1 分が 立たぬ の だ、 この 

寒空に 気の毒 だが、 そちた ちの 全力 を 挙げて あの 怪魚 

の 死骸 を 見つけ 出して おくれ、 と 折から 雪の 霏々 と 舞 

い 狂う 荒磯 で 声 をから して 懇願 すれば、 漁師の 古老た 

ち は 深く 信じて 同情し、 若い 衆た ち は、 人魚 だなん て 

本当 かな あと 疑いながら、 それでも 少し 好奇心に そそ 



八つ 当りに 呶鳴リ 散らし、 勢い あまって、 八重と 鞠 を、 

はった と 睨み、 

「その 泣き顔が 気に 食わぬ。 かたきの いるの が、 わか 

らん か。 これから すぐ 馬で 城下に 引返し、 百 右衛門の 

しるし 

屋敷に 躍り込み、 首級 を 挙げて、 金 内殿に お見せし な 

いと 武士の 娘と は 言わせぬ ぞ。 めそめそす るな！」 

「百 右衛門 殿と いうと、」 召使いの 鞠 は、 ひそかにうな 

ずき 進み出て、 「あの 青 崎、 百 右衛門 殿の 事でしょう 

ゝ o _ 

力 」 

「そうよ、 あいつに きまって いる。」 

「思い当る 事が ございま すご と 鞠 は 落ちつき、 「かね 



あ 

取り敢えず 御 急報 申し あげます と の 事、 さつ そく 奉行 

をつ かわし 検分 させた ところが、 その 奇態の 骨の 肩先 

ほ ま 

に まぎれ もな く、 中堂 金 内の 誉れの 矢の 根、 八重の 家 

かさな この 

に は その 名の 如く 春が 重 つたと いう、 此段、 信ずる 力 

の 勝利 を 説く。 

(武道 伝来 記、 巻 二の 四、 命 とらる る 人魚の 海) 



ろ まつな り.；！ 6 す もん 

風呂に 出かけ、 初生の 茄子 一 つ は 二 文、 二つ は 三文と 

はつもの 

近在の 百姓が 売りに 来れば、 初物 食って 七十 五日の 永 

生きと 皆々 三文 出して 一 一 つ 買う の を、 あるじの 分別 は 

さすがに 非凡で、 二 文 を 出して 一 つ 買い、 これ を 食べ 

て 七十 五日の 永生き を 願って、 あとの 一文に て、 茄子 

の 出盛 リを 待ち もっと 大きい の をた くさん 買い ましよ 

うとい う 抜け目の ない 算用、 金銀 は 殖える ばかりで、 

くらやみ しんだい 

まさに、 それ こそ 「暗闇に 鬼」 の 如き 根強き 身代、 き 

らいな もの は 酒色の 二つ、 「下戸なら ぬ こそ」 とか 「色 

好 まざらむ 男 は」 とか 書き残した 法師 を 憎む 事し きり 

にて、 おのれ、 いま 生きて いたら、 訴訟 をしても、 た 



りい い 気持の もので ない。 養父母の 気に いられようと 

思って、 恪 気の 強い 女房 こそ 所望で ございます、 など 

と 分別 顔して 言い出した ばかりに、 これ は、 とんでも 

ない 事に なった、 と 今 は ひそかに 後悔した。 ぶん殴つ 

て やろうかと も 思う の だが、 隠居 座敷の 老夫婦 は、 嫁 

の恪 気が はじまる ともう 嬉しくて たまらない らしく、 

老夫婦と も 母屋まで 這い 出して 来て、 う ふ ふと 笑いな 

がら、 まあまあ、 などと いい加減な 仲裁 をして、 そう 

vtr" ま 』|4 力 

して 惚れ惚れと 嫁の 顔 を 眺める 仕 末な ので、 ぶん殴る 

わけに もい かず、 さりと て、 肥 桶 を かついで 遊びに 出 

掛ける の も 馬鹿々々 しく 思われ、 腹い せに 銭湯に 出か 



ぱい やろう か、 と 除夜の 鐘 を 聞きながら、 ほっとして 

女房に 酒の 支度 を 言い つけた 時、 

「ごめん ご と 門に 人の 声。 

眼の するどい 痩せこけた 浪人が、 ずかずか はいって 

来て、 あるじに 向い、 

「さいぜん、 そなたの 店から 受け取った お金の 中に 一 

粒、 贋の 銀貨が まじって いた。 取 かえて いただきた 

いご と 小粒 銀 一 つ 投げ出す。 

「は ご と 言って 立ち上つ たが、 銀 一 粒 どころ か、 一 文 

だって 無い。 「それ はどう も 相す みませんで したが、 

もう *1 をし まいました から、 来年に していた だけ ませ 



高声で わめけば、 店の 表に 待って いる 借金取り は、 は 

てな？ といぶ かリ、 両隣り の 左官 屋、 炭屋 も、 耳 を 

すまし、 悪事 千里、 たちまち 人々 の 囁き は 四方に ひろ 

がり、 人の 運 不運 は 知れぬ もの、 除夜の 鐘 を 聞きな が 

あ o 

ら 身代 あらわれ、 せっかくの 三年の 苦心 も 水の 泡、 さ 

やだま 

すがの 智者 も 矢 弾 つづかず、 わずか 銀 一粒で 大 長者の 

万屋ぐ わらり と 破産。 

あけぼの 

(日本 永代 蔵、 巻 五の 五、 三 匁 五分 曙 のかね) 



3< , 

裸" 

かま くら やま あおと さえ もん のじよう ふじつな 

鎌 倉 山の 秋の 夕 ぐれ をい そぎ、 青砥 左 衛門尉 藤 綱、 

こま なめり がわ お 

駒 を あゆませて 滑 川 を 渡り、 川の 真中に 於いて、 いさ 

さか 用の 事 ありて 腰の 火 打 袋 を 取 出し、 袋の 口 を あけ 

た 途端に 袋の 中の 銭 十 文ば かり、 ちゃぼり と川浪 にこ 

ぼれ 落ちた。 青砥、 はっと 顔色 を 変え、 駒 をと どめて 

ねこぜ いなずま ごと め 

猫背に なり、 川底まで も 射 透さん と 稲妻の 如く 眼 を 光 

ぎょうし せんかん ゆうひ 

ら せて 川の面 を 凝視した が、 潺湲 たる 清流 は 夕陽 を受 

けて 照り かがやき、 瞬時 も 休む ことなく 動き 騒ぎ 躍り、 



である。 

人足た ち は 皆 一様に、 妙な 腰つ きをして、 川底の 砂 

利 を 踏みに じった。 しゃがまなくても いいの だから、 

ひどく からだが 楽で ある。 皆 は 大喜びで 松明 片手に 舞 

い を はじめた。 岸の 青砥 は、 げ せぬ 顔 をして、 ふざけ 

てはいかぬ と^" つたが、 そのような 恰好 を すれば 銭が 

見つかる という 返事だった ので、 浮かぬ 気持で、 その 

舞い を 眺めて いるよ リ他は 無かった。 やがて 浅 田 は、 

さらに 三文、 一 文と 皆の 眼 を ごまかして、 腹掛けから 

取り出して は、 

「あった！」 



と言われて 浅 田 は、 おそる ると ころな く、 こうべ を 

挙げて、 

「せんだって、 あなたに 差し上げた 銭 十一 文 は、 私の 

腹掛けから 取り出し たもので ございま すから、 あれ は 

私に 返して 下さい ご と 言った とやら、 ひかれ 者の 小唄 

と はこれ であろうかと、 のちのち 人の 笑い話の 種に 

なった。 

(武家 義理 物語、 巻 一の 一、 我が物 ゆ ゑに 裸 川) 



ひいき わがまま 

貝 顯貭 して その 我儘 を 笑って お許しになる ので、 いよい 

よ 増長し、 ついに 或る時、 蝦夷と は どのような 国 か、 

その 風景 を ひとめ 見たい、 と 途方もない 事 を 言い出し 

家来た ちがな だめる と 尚更、 図に 乗って 駄々 を こね、 

ぜん け と 

蝦夷 を 見ぬ うち はめし を 食わぬ と 言って お膳 を 蹴飛ば 

す 仕 末であった。 かねて 村 丸 A 貭の 城主 荒木 は、 この 

たび もまた 笑って、 よろしい、 蝦夷 一覧 もよ かろう、 

行って おいで、 若い 頃の 長旅 は 一生の 薬、 と 言って 事 

も なげに その 我儘の 願い を 聞き 象れて やった。 御供 は 

神 崎 式部 はじめ、 家中 粒選りの 武士 三十 人。 

そのお 供の 人数の 中に、 二人の 少年が、 御 次男のお 



「は あごと 蛸 は 答えて、 にゃにゃ 笑って いる。 そうし 

て、 翌朝、 蛸 は 若殿よりも おそく 起きる。 この 丹三郎 

ひとりの 朝寝坊の ために、 一行の 宿からの 出発が、 い 

つもお くれる。 若殿 は、 のんきに、 

「捨て置け。 あとから 追い つく ご と 言い、 蛸 ひとり を 

宿に 置いて さっさと 発足し ようとな さるが、 神 崎 式部 

は 丹 三郎の 親の 丹 後から、 あの 子 をよ ろしく と、 一 言 

たのまれて いるの だ。 捨て置いて 発足す る わけに は 行 

かぬ。 わが 子の 勝 太郎に 言いつけて、 丹 三郎を 起させ 

る。 勝 太郎は 丹三郎 よりも 一 つ 年下で ある。 それゆえ 

すこし 遠慮の 言葉 K いで 丹 三郎を 起す。 



さりと て は、 うらめしの 世、 丹 後 どのに は 他の 男の子 

なげ 

ふたり あれば、 歎きのう ちに も まぎれる 事 も ありなん 

に、 それがしに は 勝太郎 ひとり。 国元の 母の なげき も 

いかばかり、 われ も 寄る 年波、 勝 太郎を 死なせて いま 

は 何 か 願いの 楽しみ 無し、 出家、 と 観念して、 表面 は 

何気なく 若殿に 仕えて、 首尾よく 蝦夷 見物の 大役 を果 

いとま こ 

し、 その後、 城主に お 暇 を 乞い、 老妻と 共に 出家して 

播州の 清水の 山 深く かくれた の を、 丹 後 その 経緯 を 

聞き伝えて 志に 感じ、 これ も にわかにお 暇 を 乞い 請け、 

妻子と も 四 人い まさら この 世に 生きて 居られず、 みな 

ま 1 こ 、， 

出家して 勝 太郎の 菩提 をと むらった と は、 いつの 世 も 



武家の 義理 ほど、 あわれに して 美しき は 無しと。 

なみまくら 

(武家 義理 物語、 巻 一 の 五、 死なば 同じ 浪枕 とや) 



説教 をして 娘 を 泣かせ、 何 を 泣く か、 お父さん はお 前 

のために 立派な 婿 を 見つけて 来て あげたのに、 め そめ 

そ 泣く とは大 不孝、 と 中風の 気味で 震える 腕 を 振り あ 

ま ね 

げて娘 を 打つ 真似 をして、 都の 人 は 色 は 白い が 貧乏で 

いけない、 あずまの 人 は 毛深くて 間の 抜けた 顔 をして 

いるが 女に は あまい よう だ、 行きなさい、 すぐに 山奥 

へで もど こへ でも 行きなさい、 死んだ お母さん もよ ろ 

こぶだろう、 お父さんの 事 は 心配す るな、 わし はこれ 

からまた 一旗 挙げる の だ、 承知 か、 おお、 承知して く 

れ るか、 女 三界に 家な し、 どこに いたって 駄目な もの 

ラ じす じょ-つ 

だよ、 などと 変な 事まで 口走り、 婿の 氏素性 をろ くに 



調べ もせず、 とにかく いま 都で 名高い 髭そう ろうの 大 

尽だ から 間違い 無しと 軽率に ひと り 合点 して 有頂天の 

うちに この 縁談 をと りきめ、 十七の 娘 は 遠い あずまの 

それ も 蝦夷の 土地と 聞く 陸 奥へ 嫁がなければ ならぬ 身 

の 因果 を 歎き、 生きた 心地 も 無くた だ 泣きに 泣いて 

駕籠に 乗せられ、 父親 ひとり は 浅 間し く大 はしゃぎで、 

あやうい 腰つ きで 馬に 乗り 都の はずれまで 見送り、 ひ 

た すら 自分の 今後の 立身出世 を 胸中に 思い描いて わく 

わくして、 さらば、 さらば、 とわ かれの 挨拶 も 上の空 

ま ひ 

で 言い、 家へ 帰って 五日 目に 心臓 痲痺 〔# 「痲痺」 は 底 

本で は 「痳痺 匕 を 起して 頓死した とやら、 ひとの 行末 



いの だが 裏地が 無い、 妹に わけて やった 絹 一 反 あれば 

あわせ 

見事な 袷が 出来る のに、 と 矢 も たても たまらず、 さい 

ぜんわけ て やった 妹の 絹が 欲しくな り、 

「お 夏 や、 お前 この 白 絹 を どうす る 気な の？」 と 胸 を 

どきどき させながら、 それとなく 聞いて みた。 

はち ま. S 

「どうす るって、 姉さん、 あたし はこれ で 鉢巻 をた く 

さん こしらえる つもりな の。 白 絹の 鉢巻 は 勇し くって、 

立派な 親分さん みたい に 見える わよ。 お父さん も、 お 

仕事の 時には 絹の 白鉢巻 をして お出かけ にな つたわ 

ね ご とた わい 無い 事 を 言って いる。 

「まあ、 そんな、 つまらない。 ね、 いい 子 だから、 姉 



ほど を 迫れば、 母 も 二十 年の 悪夢から 醒め、 はじめて 

母の いやしからぬ 血筋 を 二人に 打ち明け、 わが 身の 現 

在の あさまし さ を 歎き、 まっさきに 黒髪 を 切り、 二人 

の 娘 もお くれじと 剃髪して 三人 比丘め、 汚濁の 古巣 を 

焼き払い、 笹谷 峠の ふもとの 寺に 行き 老僧に 向って 

ざんげ ころも すそ 

懺悔し その 衣 の 裾に すが つ て あけくれ 念仏 を 称え、 

ぼ だ い とむら す こぶ 

これまで あやめた 旅人の 菩提 を 弔 つたと は 頗 る 殊勝 

せきあく にょらい たも 

に 似 たれ ども、 父子 二 代の 積悪 はたして 如来の 許し 給 

うや 否や。 

しんかせ うき をん なお ひ はぎ 

(新 可 笑 記、 巻 五の 四、 腹からの 女 追剝) 



赤い 太鼓 

にしじん 

むかし 都の 西陣に、 織物 職人の 家 多く、 軒 をなら ベ 

ておのお の 織物の 腕 を 競い 家業に はげんで いる 中に、 

徳兵衛 とて、 名 こそ 福徳の 人 に似てい るが、 どういう 

きも ばんしゃく 

もの か、 お金が 残らず 胆を 冷やして その 日暮 し、 晚酌 

一. J ようま-つ ま， JJ- 

も 二 合 を 越えず、 女房と 連 添うて 十九 年、 他の 女に お 

酌 を させた 経験 も 無く、 道楽と いえば、 たまに 下職 を 

相手に 将棋 を さすく らいの もので、 それ も ひま を 惜し 

んで 目まぐるしい 早 将棋 一番 かぎり、 約束の 仕事の 日 



眼 を 血走らせて 一座 を 無言で 睨み、 近くに 坐って いる 

男た ち を 薄気味悪が ら せて、 やが て、 すっくと 立ち上つ 

たので、 すわ 喧嘩と 驚き 制止し かかれば、 男 は、 うう 

うめ 

と 呻いて 廊下に 走り出て 庭先へ、 げ えと 吐いた。 酒の 

席 は、 昔 も 今 も 同じ 事な り、 しまいに は、 何が 何やら 

ただ わ あとな つて、 骨の 無い 動物の 如く、 互いに 背負 

われる やら 抱かれる やら、 羽織 を 落し、 扇子 を 忘れ、 

草履 を はきちがえて、 いや、 めでたい、 めでたい、 と 

うわごとみ たいに 言いながら めいめいの 家へ 帰り、 あ 

て、；' しゅ おおか，？' 

とに は 亭主 ひとり、 大風の 跡の 荒野に 伏せる 狼 の 形 

おおいび き ぼうぜん 

で大 鼾で 寝て、 女房 は 呆然と 部屋の まんなかに 坐り、 



ただけ に、 あとの つら さが、 こたえる わい ご と 腹 をお 

さえて 涙 を 流した。 

女房 も おろおろ 涙声に な つ て、 

「まあ、 どうしましょう。 ひどい、 いたずら をな さる 

人 も ある ものです ねえ。 お金 を 下さって よろこばせて 

そうして すぐに また 取り上げ ると は、 あんまりで すわ 

ねえ ご 

「何 を 言う。 そなた は、 あの、 誰か 盗んだ とで も 思つ 

ている のか ご 

「ええ、 疑う の は 悪い 事 だけれ ども、 まさか 小判が ひ 

とりで ふっと 溶けて 消える わけ は 無し、 ff からこの 室 



一 夜の 恩人た ち を 訴える わけに もい かず、 いや 疑う 事 

ふらち 

さえ 不埒な 事 だ、 さりと てこの まま 生き延びる 工夫 も 

つかず、 女房、 何も 言わずに、 わしと 一 緒に 死のう じ や 

ないか。 この 世で は そなたに も 苦労 を かけた が、 夫婦 

は 一 一世と 言う ぞ。， - 

やみ 

一 寸 さき は 闇の 世の中、 よろこびの 宴の 直後に、 徳 

兵衛 夫婦 は 死ぬ る 相談、 二人の 子供 も、 道 づれと 覚悟 

さ 

を 極め、 女房 は 貧のう ちに も 長 持の 底に 残して あった 

しろこ そで 

白 小袖に 身 を 飾り、 鏡に 向い 若い 時から 人に ほめられ 

た 黒髪 を 撫でつ けながら、 まことに 十九 年の なじみ 此 

の あけぼのの 夢と 歎き、 気を取り直して 二人の 子供 を 



やがて 初春の 二十 五日に、 お 役所から お 達しが あり、 

おのおの 

かの 十 人の 者 ども 各々 その 女房 を 召 連れて まか リ 出ず 

べし、 もし 女房 無き 者 は、 その 姉妹、 あるいは 姪 伯母、 

かねて 最も 近親の 女 を ひとり 同道して 出頭 致す ベ しと 

おやじ 

の 上意。 情 を かけて こんな 迷惑、 親爺の 遺言に 貧乏人 

とは附 合うな と あ つたが、 なるほど ここのと ころ だ、 

十両の 大金 を 捨て、 そのうえお 役所へ 呼び出され ると 

はつ まらぬ、 とかく 情 は 損の もと 也、 と 露骨な 卑しい 

愚痴 を 言う もの も あり、 とにかく 女房 を 連れてお そる 

しらす 

おそる お 白洲に 出る と、 板 倉 殿 は 笑いながら 十 人の 者 

に K 引き を させて、 一、 二の 順番 をき め、 その 順序の 



ついでお 宫 まいり だなん て、 板 倉 様 も 意地が 悪い。 も 

うもう、 あたし は、 人の 世話なん てごめんで すよ。 あ 

なた たち は、 人の 世話に かこつけて、 お 酒 を 飲んで 騒 

ぎたいので しょう？ ばかばかしい。 おまけに こんな 

赤い 太鼓 を かつがせられて、 いい 見せ物に されて、 I 

I」 

「まあ、 そう 言うな。 もの は 考え様 だ。 どうだい、 さつ 

きの、 お 役所の 前の 人出 は。 わし は 生れてから、 あん 

なに 人に 囉 された 事 は 無い。 人気が ある ぜ、 わした ち 

は。」 

「何 を 言って るの。 道垂 であな たは、 けさから そわ そ 



とりいれて 置いた。 委細 は その 小坊主から 聞いて 知つ 

た。 言った 者 を、 いまこ こで 名指し をす るの は 容易 だ 

が、 この 者と て、 はじめは 真の 情愛 を 以て このたびの 

美挙に 参加した のに 違いなく、 酒の 酔いに 心が 乱れ、 

ふっと 手 をのば した だけの 事と 思われる。 命 はたす け 

る。 おかみの 慈悲に 感じ、 今夜、 人目 を 避けて 徳兵衛 

の 家の 前に かの 百両の 金子 を 捨てよ。 然る 後 は、 当人 

の 心 次第、 恥 を 知る 者なら ば 都から 去れ。 おかみに 於 

いて は、 とやかくの 指図 無し。 一同、 立て。 以上 ご 

(本朝 桜 陰 比 事、 卷 一 の 四、 太鼓の 中 は 知らぬ が 因果) 



「ものに は 堪忍と いう 事が ある。 この 心掛け を 忘れて 

はいけ ない。 ちっと は、 つらいだ ろうが 我慢 をす る さ _ 

夜の 次に は、 朝が 来 るんだ。 冬の 次に は 春が 来る さ。 

きまり 切って いるんだ。 世の中 は、 陰陽、 陰陽、 陰陽 

と 続いて 行 くんだ。 仕 合せと 不仕 合せと は 軒 続き さ。 

ひで ぇ不仕 合せの すぐお 隣り は 一陽来復の 大吉 さ。 こ 

この 道理 を 忘れち やい けない。 来年 は、 これ あ 何とし 

て も 大吉に きまった。 その 時にはお 前 も、 芝居の 変り 



ど、 借金 を 多くつ くって いるもの である。 悠然と 台所 

にあが リ 込み、 「ほう、 ここ はま だ、 みそかの 支払い も 

かきつ 

すまない と 見えて、 ある わ、 ある わ、 書附 けが。 ここ 

に 取り ちらかして ある 書附 け、 全部で、 三、 四 十両く 

しめ 

らいの もの か。 世 はさま ざま、 X て 三、 四 十両の 支払 

い をす ます 事 も 出来ずに 大晦日 を 迎える 家 も あり、 ま 

た、 わしの 家の ように、 呉服屋の 支払いだ けで も 百両、 

いしょう 

お金 は 惜しい と 思わぬ が、 奥方の あんな 衣裳 道楽 は、 

大勢の 使用人た ちの 手前、 しめしの つかぬ 事 も あり、 

こんど は 少し ひかえて もらわなくて は 困る です。 こら 

しめの ため、 里へ かえそう かな どと 考えて いるう ちに、 



のお 旦那に 限って、 台所 口が お好きで、 困って しまい 

ます。 貧乏所帯の 台所が、 よつ ぼ どもの 珍ら しいと 見 

える。 さ、 粋に も 程度が ございます。 どうぞ、 奥へ ご 

世に おそろし きもの は、 茶屋の 婆のお 世辞で ある。 

お 旦那 は、 わざと はにかんで 頭を搔 き、 いやもう 婆 

に はかなわぬ、 と 言って なよなよと 座敷に 上り、 

「何しろ たべものに は、 わがままな 男です から、 そこ 

は 油断な く、 たのむ ご と、 どうに もき ざな 事 を 言った _ 

あき 

婆 は 内心い よいよ 呆れて、 たべものの 味が わかる 顔 か 

よ。 借金で 首が まわらず 青息吐息で、 火 を 吹く 力 もな 

いような 情ない 顔つき をして いる 癖に、 たべもの にわ 



の 不細工の 芸者 を 客の 座敷に 突き出した。 男 は、 それ 

とも 知らず、 

「よう、 卵に 目鼻の 御 入来 ご と はしゃいで、 うで 卵 を 

ある 

むいて、 食べて、 口の端に 卵の 黄 味 をく つつけ、 或い 

ま 

はきょう は 惚れられる かも 知れぬ と、 わが 家の 火の車 

も 一時 わすれて、 お 酒 を 一本 飲み、 二 本 飲みして いる 

うちに、 何だか この 芸者、 見た 事が あるよう な 気がし 

て 来た。 馬鹿で は あるが、 女に 就いての 記憶 は 悪 強い 

男であった。 女 は、 大晦日の 諸 支払いの 胸算用 をし な 

ごと やたら 

がら も、 うわべ は 春の 如く、 ただ 矢 鰭に 笑って、 客に 

pi をす すめ、 



気に 笑いながら 座敷に 龃 けつけ、 

「まあ、 お 旦那。 おめでとう ございます。 どうしても 

御 男子と きまりました ご 

「何が ご と 客 はけ げんな 顔。 

「のんきで いらっしゃる。 お宅のお 産 をお 忘れです 

かご 

「あ、 そうか。 生れた かご 何が 何やら、 わけが わから 

なくなって 来た。 

「いいえ、 それ はわ かりま せんが、 いまね、 この 婆が 

たたみ ざん うらな 

畳算で 占って みたところ、 あなた、 三度 やり直して 

も 同じ 事、 どうしても 御 男子。 私の 占い は 当ります よ _ 



どい わ、 ひどい わご と 言って 泣き出した。 泣きながら、 

「あなた、 お金 ある？」 と 露骨な 事 を 口走った。 

客 はお どろき、 

「すこし は、 ある。」 

「あたしに 下さい ご 色気 も 何もあった もので ない。 

「こまって いるの よ。 本当に、 ことしの 暮 ほど 困った 

事 は 無い。 上の 娘 をよ そに かたづけて、 まず 一安心と 

思って いたら、 それが あなた、 一年 経つ か 経たない う 

こじ さ 

ちに、 乞食の ような 身なりで 赤子 を かかえ、 四、 五日 

まえに あたしの ところへ 帰って来て、 亭主が 手拭い を 

ほ， R 

さげて 銭湯へ 出かけて、 それつ きり 他の 女のと ころへ 



と 全く 同様の、 死んだ 振りの 形と なった。 

台所で は、 婆と 蕾が、 「馬鹿と いうの は、 まだ 少し 脈 

の ある 人の 事」 と 話 合って 大笑いで ある。 とかく 昔の 

浪花 あたり、 このような 粋人と おそろしい 茶屋が 多 

かった と、 その 昔に はや はり 浪花の 粋人の ひとりで 

あった 古老の 述懐。 

(胸算用、 巻 二の 二、 訛 言 も 只 は 聞かぬ 宿) 



まゆ 

美人 は 無い、 色が 白ければ 鼻が 低く、 眉が あざやか だ 

と 思えば 顎が 短い、 いっそこう なれば 女に 好かれる よ 

り は、 きらわれたい、 何とかして 思い切り むごく 振ら 

れ てみたい もの さ、 などと 天 を 恐れぬ 雑言 を 吐き 散ら 

まわ 

して 江戸へ 着き、 あちらこちらと 遊び 廻って みても、 

別段、 馬の 目 を 抜く 殺伐な けしき は 見当らず、 やはり 

この 江戸の 土地 も 金 次第、 どこへ 行っても 下に も 置か 

まな +6 

ず もてなされ、 甚だ 拍子抜け がして、 江戸に もこ わい 

もの 無し、 どこかに 凄い 魔性の もの はいない か、 と 

ふところで くろ もん 

懐手して 三人、 つまらな そうな 様子で、 上野 黒 門より 

池の 端の ほうへ ぶら リ ぶら リ 歩いて、 しんちゅう 屋の 



ためいき 

「えさ だ ご もう ひとり も、 溜 息をついて 言った。 

まじめ 

何だか 白けた 真面目な 気持ちに なって しまった。 た 

かが 金魚 を、 一 つ 十両で 平然と 買って 行く 人 も あり、 

えさ 

また 一方で は、 その 餌の ぼうふら を 売って、 ほそぼそ 

と 渡世して いる 人 も ある。 江戸 は 底 知れず おそろしい 

ところ だ、 と 苦労 知らず の 三 粋人 も、 さすがに 感無量 

の 能 1 であった。 

小 桶に 一 ぱいの ぼうふら を、 たった 二十 五 文で 買つ 

て もらって、 それでも 嬉しそうに、 金魚屋の 下男に ま 

いや あいきょう ま 

で、 それで はまた、 と 卑し い 愛嬌 を 振り撒き いそいそ 

と 立ち去る その 小男のう しろ 姿 を 見送つ て ひとりが、 



かった もの じ やない。 一生 引受けた は 笑わせ やが る。 

なじみが い ちゃわん ざけ 

でも まあ 昔の 馴染 甲斐に 江戸の 茶碗 酒で も 一 ぱい 振 

舞って やろう か。 利 左 は 落 ぶれても お前た ちの ごち そ 

うに はならん よ。 酒 を 飲みた かったら 附 いて 来い。 あ 

ははご と 空虚な 笑い 方 をして、 小 桶 を 手に さげて すた 

すた 歩く。 三人 は、 気まず い 思いで 顔 を 見合せ、 とに 

かく 利 左の 後 を 追って 行く と、 利 左 は ひどく 汚い 居 酒 

屋へ のこのこ はいって 行って、 財布 を さかさに 振り、 

まう ま ^ 

「おやじ、 これ だけ ある。 昔の 朋輩に おごって や るん 

だ。 茶碗で 四 はいご と 言って、 昔に 変らず 気前の いい 

ところ を 見せた つもりで、 先刻の 二十 五 文 を 残らず 投 



かたすみ 

店の 片隅に 腰をおろして、 欠けた 茶碗 を 持ち 無言で 

乾 Ki して、 少し 酔って 来たので 口 も 軽くな リ、 

「時に 利 左、 いまでも、 やはり 吉 州と？」 

「いまでも、 と は 何 だ ご と 利 左 は 言葉 を 荒く して 聞き 

とがめ、 「粋人ら しく もね え。 口の ききかたに 気 をつ 

けろ ご と 言って、 すぐ また 卑屈に にやり と 笑い、 「そ 

の 女 ゆえに、 御覧のと おりの ぼうふら 売り さ。 悪い 事 

は 言わね え。 お前た ち も いい加減に 茶屋 遊び を 切り 上 

げた ほうがいい ぜ。 上方 一と 言われた 女 も、 手 活の花 

なが た しお 

として 眺める と、 三日 経てば 萎れる。 いま じ や、 長屋 

の、 かかに なって、 ひとつき 風呂へ 行かなくても 平気 



金子 全部、 一 歩 金 三十 八、 こまが ね 七十 目ば かり 取り 

ザ J ざ ら 

集め、 門口に 捨てられて ある 小皿の 上に 積み かさね、 

足音 を 忍ばせて 立ち去った。 狭い 露路 から 出て、 三人 

一 緒に ほ つ と 大きい 溜息 を つ いた 途端に、 

ま ね 

「ふざけた 真似 をす るな！」 と 背後に 利 左の 声、 ぎよつ 

として 振りむ くと 利 左 衛門は 金子 を 載せた 小皿 を 持ち 

息せ き 切って、 「人の 家へ やって来て、 お茶 も 飲まずに 

帰リ、 そのうえ、 こんな 犬の 糞みたい な もの を 門口に 

捨て やが つて、 人間の 附き 合いの 法 も 知らね え 鼻った 

れ 小僧め。 よくもよ くも、 月夜の 利 左 をな め やが つた 

な。 もう 二度と ふたたび お前た ちの 鼻の 下の 長い つら 



つまらぬ 事 を 言い出し たの も、 みんなお 前 じ やない か _ 

つ つし むべき は 好色の 念 だね え ご 

「面目ない ご と吉 郎兵衛 は、 素直に あやまり、 「以後 

はふつ つり 道楽 を やめる ご 

「改心の ついでに、 その 足 もとに 散らばつ ている お金 

を 拾い集めたら どう だ ご と 六 右衛門 は、 八つ 当りの 

ふ き げ ん 

不機嫌 で、 「これ だって 天下の 宝 だ。 むかし 

あおと さえ もんの じょうふ じつな 

青砥 左 衛門尉 藤 綱 さまが、」 

なめり がわ 

「滑 川 を 渡りし 時、 だろう。 わかった、 わかった。 わ 

どかた にんそく 

し は 土方 人足と いうと ころ か。 さがし ますよ、 拾い ま 

しりば しょ 

すよ。」 と 吉郎兵 衛は尻 端折りして 薄暗 闇の 地べた を 



たみたい にけ ち 臭く よろずに 油断の ない 男に なり、 た 

めに 色 街 は 一時 さびれた という、 この 章、 遊興 も ほど 

とど いましめ か 

ほどに 止むべし との 戒歟。 

(置 土産、 巻 二の 二、 人に は 棒 振 虫 同前に 思 はれ) 



憂し と 言へ り 

という 歌の心、 お 察しね がいた く、 実は これと て 私 

の 作った 歌で はなく、 人の 物 も わが 物 もこの 頃 は 差別 

がっかず、 出家遁世して 以来、 ひどく 私 はすれ ました。 

なにとぞ 

このたびの まことに 無分別の 遁世、 何卒 あわれと 思 召 

し、 富籤と 観音 像と、 それから 色紙の 事お 忘れな く、 

昔の 遊び仲間の 方々 にもよ ろしく お伝え 下され、 陽春 

の 頃に は、 いちど 皆様 そろって 吉 野へ 御 来駕の ほど、 

とんし ゆ 

ひたすら 御 待ち 申し上げます。 頓首。 

よろ づ ふみ ほうぐ 

(万の 文 反古、 巻 五の 四、 桜の 吉野山 難儀の 冬) 
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